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1. はじめに 

 近年，観光で多くの人が訪問する地域では，

経済が潤うだけでなく，その地域の住民が誇り

と愛着を持つようになることで地域の活性化に

もつながるとして，観光立国の推進が我が国で

の 21 世紀における重要な政策の柱に位置づけら

れている[1]．しかし，新たに観光地を創出し，

観光客を呼び寄せ続けることは容易ではない．

観光地域の発展と衰退に関するモデルとして，

Butler[2]は観光地の成長を探索期，関与期，発展

期，成熟期，停滞期，衰退または若返り期の 5 段

階に区分する観光地ライフサイクル論を提唱し

ており，たとえ観光地として発展したとしても

いつかは停滞期や衰退期を迎えると述べている．

そのため，観光地として成功し続けるには，そ

の地域を再び訪れたいと思えるコンテンツが創

出され続ける必要があると考えられる．じゃら

んリサーチセンターによる調査[3]では，同じ観

光地に繰り返し訪れる人(以下，リピータ)は地域

にある既存の観光資源(名所や旧跡など)よりもそ

の地域のお土産や買い物スポット，スイーツや

お菓子などを探し出して楽しむ探索型の観光を

好む傾向が強いという結果が得られている，ま

た，この結果の考察ではリピータが新たな観光

資源の創出に貢献する PR サポーターとなる可能

性が高いことが指摘されている． 
 本研究では，観光地へのリピータ創出のため

の取り組みとして，現地の特定のエリア内のみ

で閲覧と記入ができる旅ノート型システムの利

用を提案する．旅ノートとは，旅館やホテルな

どに設置されている落書き帳のことで，旅行者

が旅先の情報などを自由に閲覧し記入できるも

のである．  
 

2. 関連研究 

高木ら[4]は，観光地の特定のスポットを訪れ

た観光客同士が情報を継承し合うことで観光体

験をより特別なものとするためのシステムとし

て旅ノート型システムを提案している．しかし，

旅ノート型システムをリピータ創出のための手

法に用いることを検討した研究は見当たらない． 

 

3. リピータ創出のための旅ノート型システム 

本研究ではリピータが探索型観光を好むこと

に着目して，リピータ創出のために以下 2 点を促

すシステムを考案した． 
・ 探索型の観光への魅力に気が付く 
・ 訪問したことのある観光地の様子が気になり，

もう一度訪問したくなる 
図 1 に本研究が提案する旅ノート型システムの

概要を示す．本システムはスマートフォンのGPS
情報に基づく任意の地点の半径数十メートルの

範囲内でのみ閲覧と記入ができる電子掲示板で

あり，その地点の範囲外では閲覧と記入ができ

ないよう仕様となっている．この仕様により，

既存の旅ノートと同様の情報交換が可能になる

と考えられる．また，一度記入した地点で自分
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図 1 提案する旅ノート型システムの概要 

A地点

位置情報
の取得

GPS

旅ノート型システム

通知システム

・ A地点の旅ノート
・ B地点の旅ノート
・ C地点の旅ノート
・ ・・・

閲覧・記入

サーバ

A地点以外の場所

A地点の旅ノートに

誰かが何かを書き
込んだことを通知

A地点の旅ノート

に記入したことが
ある人

A地点付近を
観光している人

Copyright     2016 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-11

5D-01

情報処理学会第78回全国大会



以外の他者の記入があれば通知を受け取ること

ができ，自らの発言が他者にどのような影響を

与えたのかが気になる反応期待性の原理[5]から

観光地に再び訪れたくなるリピート意欲が高ま

ると考えられる． 

図 2 にシステムの利用者がスマートフォンで起

動した際に表示される初期画面を示す．システ

ムの利用者は画面の地図にあるピンの半径 25 メ

ートル内に位置する場合，図 3 に示すような旅ノ

ートを閲覧し，記入することができる． 
 
4. システムの試用実験 

本研究では，システムを評価するために実際

に 6 名の実験協力者を募り，大阪市中央区の心斎

橋近辺で旅ノートシステムを約 1 ヶ月間自由に使

用できるようにした．また，旅ノートに記入し

た地点に他の実験協力者の記入があればその地

点での記入があった通知をメールで受け取れる

ようにした． 
 
5. まとめ 

本研究では，観光地へのリピータを創出する

ために，旅ノートシステムの利用を提案し，実

際にシステムを開発して試用実験を実施した．

今後は，旅ノートシステムを閲覧して得た情報

を観光に活かすことができたのかや，自分が記

入した地点で誰かが記入したという通知を受け

取ることでその地点に再び訪れたいというリピ

ート意欲が高まったのかをアンケートとインタ

ビューの結果から分析する． 
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図 3 ノート画面の例 

お店の前でとってもかわい
いワンちゃんを発見!! 看板

犬のチコちゃん３歳とのこと
(^^)

 
 

図 2 初期画面 
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